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「三宅島ふるさと再生ネットワーク」のホームページ　http://thoshikawa.com/miyake.furusato.net/top.htm

○ 09 年度協力者会議開催
　日時：３月 30 日（月）
　      18:30 ～ 20:30
  場所：喫茶ルノアール会議室
　　　　　　(巣鴨駅前店 )
　今年度の活動報告、来年
　度の活動等について協
　議します。みな様のご参
　加お待ちしております。
○ご寄付について
　1 月 31 日の板橋の集い
で、ご寄付して下さったみ
な様、ありがとうございま
した。
郵便振替口座
口座番号：00120- ３-545036
口座名称：三宅島ふるさと
 　　　　再生ネットワーク
事務局：あすなろ保育園内
郵便番号：173-0005
住所：板橋区仲宿 25-6
電話・ＦＡＸ　03(3963)5697
担当　伊藤奈穂子事務局長

事 務 局 便 り

 

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
は
２
月

３
日
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ

く
要
望
書
を
平
野
村
長
、
石

原
都
知
事
、
麻
生
総
理
大
臣

に
提
出
し
た
。

 

佐
藤
就
之
会
長
（
神
着
）
、

池
田
金
好
氏
（
伊
豆
）
は
、

平
野
村
長
と
面
会
し
要
望
書

の
趣
旨
を
説
明
し
た
。

 

二
期
目
と
な
る
平
野
村
政

の
生
活
再
建
・
復
興
施
策
に

期
待
を
し
な
が
ら
も
、
な
お

全
島
避
難
か
ら
解
除
後
も
置

き
去
り
に
等
し
く
さ
れ
た
避

難
継
続
中
の
「
帰
り
た
く
て

も
帰
れ
な
い
在
京
者
」
と
よ

う
や
く
検
討
が
始
ま
っ
た
島

内
45
％
規
制
の
「
ガ
ス
条
例
」

で
居
住
・
生
業
が
禁
止
さ
れ

て
い
る
「
高
濃
度
地
区
」
住

民
の
切
実
な
声
を
真
摯
に
受

け
と
め
早
期
に
要
望
の
実
現

を
求
め
た
。

 

石
原
知
事
、
麻
生
総
理
に

は
、
酒
井
一
豊
副
会
長
（
前

神
着
）
、
伊
藤
奈
穂
子
事
務

局
長
が
提
出
し
た
。

 

３
月
２
日
ま
で
に
文
書
回

答
を
求
め
て
い
る
。

 

三
宅
村
平
野
祐
康
村
長
へ

の
「
三
宅
島
在
京
者
島
民
並

び
に
高
濃
度
地
区
居
住
者

に
関
す
る
要
望
書
」
（
要
旨
）

は
次
の
通
り
。

一
、
在
京
島
民
要
望
事
項

①
島
内
住
宅
補
修
、
再
建
、

　

家
賃
減
免
、
補
助
支
援

②
渡
航
費
補
助
（
島
民
並
み

　

割
引
）
の
要
請
実
現

③
電
気
・
ガ
ス
・
下
水
道
な

　

ど
の
減
免
補
助
支
援

④
各
種
税
金
・
保
険
料
の
減

　

免
、
補
助

⑤
医
療
費
の
補
助
、
人
工
透

　

析
設
置
、
老
人
ホ
ー
ム
の

　

拡
大
な
ど
帰
島
条
件
整
備

　

拡
充

⑥
空
路
の
増
便
、
条
件
緩
和

⑦
帰
島
時
の
村
営
住
宅
優
先

　

入
所

⑧
そ
の
他

二
、
高
濃
度
地
区
居
住
者

⑨
ガ
ス
条
例
撤
廃
、
改
善

⑩
都
・
村
営
住
宅
、
住
宅
費

　

減
免
、
補
助

⑪
保
険
料
の
減
免
、
補
助

⑫
電
気
・
ガ
ス
・
基
本
料
金

　

の
減
免
、
補
助

⑬
税
金
の
免
除

⑭
廃
屋
な
ど
の
解
体
・
撤
去

　

条
件
緩
和

⑮
火
災
保
険
な
ど
加
入
保
障

⑯
高
濃
度
地
区
再
生
プ
ラ
ン

　

を
示
せ

⑰
住
民
と
の
対
話
、
相
談
に

　

よ
る
政
策
決
定
を

都
・
国
へ
の
要
望
事
項

　

都
に
は
住
宅
等
15
項
目
、

　

国
に
は
、
長
期
災
害
支
援

　

等
５
項
目
を
提
出

※
詳
細
は
折
込
の
要
望
書
で

　

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

アンケート結果に基づいて

ガス条例撤廃などを訴えて

要
望
書
の
内
容

「
帰
島
５
周
年
の
集
い
」
（
３
面

に
記
事
）
後
に
行
わ
れ
た
要
望

書
に
関
す
る
記
者
会
見

ふ る さ

とネットは、高濃度

地区住民等に行ったアン

ケートに基いて、ガス条例の

撤廃などを盛り込んだ要望書

を、２月３日に平野村長、石

原都知事、麻生総理大臣

に提出した。

ふるさとネット ３回目の要望書を
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在
京
者
と
高
濃
度
地
区
住

民
の
皆
さ
ん
。
ア
ン
ケ
ー
ト

へ
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　

前
号
で
自
由
回
答
の
内
容

を
別
紙
で
紹
介
し
ま
し
た
が

皆
さ
ん
お
読
み
い
た
だ
け
た

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で
厳

し
い
現
状
や
心
境
が
率
直
に

語
ら
れ
て
い
て
良
か
っ
た
。

早
く
解
決
を
と
の
声
も
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

　

回
答
は
、
こ
の
ま
ま
で
は

三
宅
島
の
将
来
が
不
安
。
ま

た
噴
火
被
災
者
の
救
済
対
策

が
あ
ま
り
に
も
問
題
を
含
ん

だ
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
浮
き

彫
り
に
し
た
。

　

発
言
の
機
会
を
丸
四
年
も

与
え
ら
れ
な
か
っ
た
在
京

者
。
一
生
で
築
き
あ
げ
た
家

屋
・
事
業
所
な
ど
の
財
産
が

一
刻
一
秒
の
速
さ
で
破
壊
、

破
損
し
て
い
く
姿
を
目
の
前

で
毎
日
見
つ
め
る
高
濃
度
地

区
住
民
の
無
念
と
残
酷
…
。

　

こ
の
痛
み
を
同
じ
島
民
と

し
て
共
有
で
き
る
か
否
か
が

今
後
の
三
宅
島
の
将
来
を
決

す
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。

　

「
５
年
半
前
、
一
緒
に
島

を
離
れ
、
長
い
避
難
生
活
の

苦
労
を
共
に
し
た
島
民
同
士

だ
。
帰
れ
な
い
島
民
を
置
き

去
り
に
し
な
い
型
で
の
復
興

を
、
村
は
ぜ
ひ
模
索
し
て
ほ

し
い
。
」
（
毎
日
新
聞
、
「
記

者
の
目
」
18
年
２
月
８
日
）

　

ま
た
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
取
り
組
み
を
放
映
し
た
東

京
Ｍ
Ｘ
テ
レ
ビ
は
11
月
17
日

に
「
避
難
解
除
か
ら
三
年
半

が
経
ち
、
い
ま
だ
島
に
帰
れ

ず
に
い
る
人
た
ち
へ
の
対
応

を
ど
う
す
る
の
か
、
行
政
の

決
断
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
」

と
報
じ
た
。

　

マ
ス
コ
ミ
、
他
の
被
災
地

関
係
者
、
専
門
家
も
村
と
都

の
対
応
は
お
か
し
い
と
い

う
。
国
の
制
度
の
足
ら
な
い

と
こ
ろ
を
補
っ
て
被
災
者
の

生
活
救
済
を
す
る
の
が
自
治

体
の
役
割
で
は
な
い
の
か
。

　

他
の
被
災
地
は
、
東
京
よ

り
も
苦
し
い
地
方
財
政
の
中

で
も
被
災
者
の
住
宅
、
地
域

再
生
な
ど
多
様
な
支
援
の
努

力
を
行
っ
て
い
る
。

 

村
は
、
都
営
住
宅
入
居
の

た
め
転
居
し
た
島
民
に
居
先

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
み
で
島

は
無
関
係
。
さ
ら
に
、
四
年

前
の
全
島
避
難
解
除
を
も
っ

て
噴
火
災
害
対
策
は
終
了
し

た
と
強
弁
。
一
方
で
都
道
な

ど
は
繰
り
返
し
工
事
中
だ
が

在
京
者
の
都
営
住
宅
費
、
電

気
、
水
道
料
な
ど
の
保
障
は

早
々
に
打
ち
切
ら
れ
た
。
ま

た
、
ガ
ス
条
例
で
住
居
と
仕

事
場
を
奪
っ
た
。
生
活
権
の

保
証
や
地
域
再
生
策
も
条
例

見
直
し
廃
止
が
無
け
れ
ば
た

い
し
た
こ
と
は
決
め
ら
れ
ま

い
。
村
長
と
議
会
は
要
望
事

項
を
真
摯
に
受
け
と
め
て
実

現
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

現
在
の
惨
状
は
孤
立
し
て

い
る
島
だ
か
ら
世
論
や
政
治

か
ら
見
放
さ
れ
た
結
果
か
も

し
れ
な
い
。

　

今
回
の
要
望
書
は
こ
れ
ら

の
告
発
書
で
も
あ
る
。

　

私
は
、
東
京
大
学
大
学
院

故
廣
井
脩
教
授
が
偲
ば
れ
て

な
ら
な
い
。

　

私
た
ち
も
恐
れ
ず
頑
張

る
。
だ
か
ら
保
身
を
捨
て
被

災
者
に
向
き
合
う
「
七
人
の

侍
」
を
求
め
て
や
ま
な
い
。

　「佐藤（就之）さんの指摘
で重要なのですが、いろいろ
な事情があってすぐには帰れ
ない。いずれは帰るかもしれ
ないけれども、すぐには帰れ
ない。こういう人たちもまだ
災害が続いているわけですか
ら、例えば都営住宅は有料に
なるということでは困るわけ
です。
　ですから、２月に一応いっ
たんは帰るけれども、災害は、
まだ終わっていないよという
ことが基本的な認識です。…
これは三宅島の人たちだけで
なくて全国にもアピールする
必要があることが一つです。
　復興に関してはやはり福崎
（博孝弁護士）さんが言うよ
うに基金なのです」…村の義
援金受付停止が悔やまれる。

「このまちは　三宅村と火山学者にすてられた」と抗

議の文字、選挙のポスターも空しく映る。政治家はこ

の惨状にどう応える。（坪田高濃度地区の家屋玄関）

会
長
時
評

偲ばれる廣井教授の言葉
第３回フォーラム東京大会より

島
民
と
し
て
痛
み
の
共
有
を

望
ま
れ
る
「
七
人
の
侍
」

国
の
補
い
を
都
や
村
が
…

　

在
京
者
と
高
濃
度
地
区
住
民
の
皆
さ
ん
に
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
救
済
対
策
の
問
題
点
を
、
告

発
、
解
決
す
る
た
め
に
提
出
し
た
３
回
目
の
要
望
書
。
「
災
害

は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
」
の
認
識
の
も
と
に
、
村
長
や
議

会
等
は
そ
の
内
容
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
ほ
し
い
。

真摯に受け止めてほしいその内容
要望書は不備な対策の告発文
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佐
藤
会
長
は
、
今
回
つ
ど

い
に
参
加
し
た
感
想
を
「
被

災
体
験
を
風

化
さ
せ
な
い

た
め
に
も
、

こ
の
よ
う
な

行
事
は
大
切

で
す
。
三
宅

島
で
も
実
施

す
る
必
要
性

を
感
じ
て
い

ま
す
」
と
話

し
た
。

　

神
戸
市
お
よ
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団

体
が
運
営
す
る
「
１
・
17
の

つ
ど
い
」
は
今
年
で
14
回
目

を
迎
え
る
。

　

肉
親
を
失
っ
た
遺
族
の
悲

し
み
は
深
く
、
交
流
テ
ン
ト

で
は
、
今
で
も
そ
の
悲
し
み

は
消
え
な
い
と
い
う
声
が
多

く
聞
か
れ
た
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど

で
も
大
き
く
扱
わ
れ
、
全
国

か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
訪
れ

て
い
る
が
、
そ
の
一
方
で
、

神
戸
市
民
の
関
心
が
薄
れ
て

い
る
と
い
う
現
実
も
あ
る
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
震
災
か

ら
長
い
期
間
が
経
過
し
た
こ

と
に
よ
り
、
市
民
の
４
割
が

震
災
を
経
験
し
て
い
な
い
人

で
占
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

「
つ
ど
い
」
を
運
営
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
一
つ
で
、
震
災
で
肉

親
を
亡
く
し
た
遺
族
な
ど
が

参
加
し
て
い
る
「
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ

Ｓ
」
の
白
木
利
周
さ
ん
は
、

「
関
心
が
薄
れ
て
い
る
現
状

は
あ
り
ま
す
が
、
次
に
震
災

が
起
き
た
と
き
に
苦
し
む
人

を
一
人
で
も
少
な
く
す
る
た

め
に
、
我
々
の
経
験
を
伝
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
語
っ

て
い
た
。

　

ふ

る

さ
と

ネ
ッ
ト
が
主
催

す
る
「
『
が
ん

ば
れ
三
宅
島
』

帰
島
５
周
年　

板
橋
の
集
い
」

が
１
月
31
日
に

板
橋
区
立
仲
宿

い
こ
い
の
家
で
行
わ
れ
た
。

　

「
集
い
」
に
は
、
神
戸
か

ら
駆
け
つ
け
た
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ

の
白
木
利
周
さ
ん
と
中
島
喜

一
さ
ん
を
含
め
多
く
の
人
が

参
加
。
舞
踊
家
・
鶴
吉
さ
ん

の
舞
、
女
優
の
京
町
さ
ん
と

そ
の
息
子
の
土
肥
直

貴
君
に
よ
る
歌
と
語

り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
善

の
快
」
の
方
々
に
よ

る
舞
や
講
談
、
落
語

が
披
露
さ
れ
た
。

　

「
集
い
」
終
了
後

に
は
記
者
会
見
が
開

か
れ
、
佐
藤
会
長
な

ど
が
、
３
回
目
の
要
望
書

提
出
に
関
す
る
説
明
を

行
っ
た
。

　

佐
藤
就
之
会
長
を
は
じ
め

と
し
た
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
の

メ
ン
バ
ー
６
人
は
、
１
月
16

日
に
神
戸
に
到
着
。
そ
の
後

１
・
17
の
会
場
で
あ
る
三
宮

の
東
遊
園
地
に
設
置
さ
れ
た

「
交
流
テ
ン
ト
」
内
に
、
島

の
状
況
を
伝
え
る
た
め
の
パ

ネ
ル
を
展
示
し
た
。
そ
の
後

テ
ン
ト
を
訪
れ
た
震
災
被
災

者
の
遺
族
な
ど
に
「
三
宅
島

新
報
」
を
配
布
す
る
な
ど
し

な
が
ら
交
流
を
行
っ
た
。

　

そ
し
て
、
地
震
の
起
き
た

17
日
の
朝
５
時
46
分
と
、
夕

方
の
同
時
刻
に
は
、
他
の
参

加
者
と
と
も
に
、
１
・
17
の

か
た
ち
に
並
べ
ら
れ
た
竹
灯

篭
の
ロ
ー
ソ
ク
に
火
を
灯
し

て
、
黙
祷
を
捧
げ
、
犠
牲
者

の
霊
を
弔
っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
17
日
の
午
前

中
に
は
、
震
災
か
ら
の
思
い

を
込
め
て
つ
く
ら
れ
た
「
し

あ
わ
せ
運
べ
る
よ
う
に
」
と

い
う
歌
を
、
東
遊
園
地
内
に

あ
る
「
希
望
の
灯
り
」
の
前

で
、
遺
族
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
し
て
い
た
向
上

高
等
学
校
の
新
聞
委
員
た
ち

と
と
も
に
合

唱
し
た
。

　

さ
ら
に
、

同
日
の
午
後

に
は
、
佐
藤

会
長
が
神
戸

市
役
所
前
の

ス
テ
ー
ジ
に

　ふるさとネットのメンバー

６人が、阪神淡路大震災慰霊

行事である「1.17 のつどい」

に参加した。参加を通じて、

佐藤会長は「風化させないた

めの取り組み」について思い

を新たにしたという。

立
ち
、
災
害
被
災
地
復
興
支

援
の
更
な
る
必
要
性
を
、
集

ま
っ
た
多
く
の
聴
衆
に
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

「
灯
り
」
の
前
で
慰
霊
の
合
唱

伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ

ネットメンバー神戸へ

「1.17 のつどい」に参加

帰島５周年　板橋の集い

「善の快」など舞台に
神
戸
か
ら
「
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
」
メ
ン
バ
ー
も
参
加

高
校
生
な
ど
と
と
も
に
合
唱

テント内でのパネル展示

ボランティアによる華麗な舞

震災被災者の遺族等と交流
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この新聞は、向上高校新聞委員会の卒業生がつくる「ＤＴＰＡ」が編集作業を担当しています。

★
３
月
14
日
（
土
）

社
会
福
祉
協
議
会
・
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
（
旧
・
阿
古
小

体
育
館
）

ア
カ
コ
ッ
コ
館
イ
ベ
ン
ト
「
早

春
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

★
３
月
15
日
（
日
）

御
蔵
島
イ
ル
カ
ツ
ア
ー
開
始

（
11
月
15
日
ま
で
）

★
４
月
26
日
（
日
）

三
宅
島
バ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン

ド
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
７

月
15
日
ま
で
）

☆
５
月
17
日
（
日
）

モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
・
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

（
東
京
・
お
台
場
）

★
６
月
６
日
（
土
）

メ
ガ
ネ
岩
ボ
ー
ト
ダ
イ
ビ
ン

グ
解
禁
（
６
月
中
の
土
日
）

☆
６
月
13
日
（
土
）・
14
日
（
日
）

日
刊
ス
ポ
ー
ツ
・
サ
イ
ク

ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
（
阿
古

周
回
）

★
６
月
27
日
（
土
）

ダ
イ
ビ
ン
グ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

★
７
月
４
日
（
土
）

「T
h
e

遠
泳
」
２
０
０
９
オ
ー

シ
ャ
ン
ス
イ
ム
大
会
（
伊
ヶ

谷
港
）

★
７
月
18
日
（
土
）・
19
日
（
日
）

午
頭
天
王
祭
（
神
着
・
御
笏
神
社
）

☆
７
月
24
日
（
金
）・
25
日
（
土
）

三
宅
島
マ
リ
ン
ス
コ
ー
レ

２
０
０
９
（
錆
ヶ
浜
）

※
日
程
は
変
更
さ
れ
る
場
合

あ
り
。
前
記
の
行
事
は
前
半

期
（
７
月
ま
で
）
の
も
の
。

◎
一
般
の
方
は
参
加
で
き
ま

せ
ん
が
、
次
の
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

Ｔ
Ｆ
Ｃ
村
長
杯
三
宅
島
磯

釣
り
大
会
（
４
／
18
）
、
Ｊ

Ｆ
Ｇ
Ａ
カ
ジ
キ
・
ト
ロ
ー
リ

ン
グ
大
会
（
６
／
20
）
、
三

宅
高
校
遠
泳
大
会
（
７
／

12
）
、
ヨ
ッ
ト
「Tokyo.s 

Cup2009

」
三
宅
島
ス
タ
ー

ト
（
８
／
１
）
緑
化
・
植
林

イ
ベ
ン
ト
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
地
球
環

境
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
園
芸
、
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
緑
の
基
金
、
積
水

ハ
ウ
ス
、
イ
オ
ン
、
Ａ
Ｎ
Ａ

ア
カ
コ
ッ
コ
の
森
、
日
本
山

岳
会
ほ
か
、
一
部
は
一
般
参

加
可
能
・
３
月
～
11
月
）

【お便り】兵庫・大島より（要約）
◎三宅島の子どもたちに青森
のリンゴを届けさせて頂きま
したが、三宅小ではご多忙中
先生たちが、子どもたちの便
りを集め、届けていただいた
ことを嬉しく思っています。
何よりだったのは、青森県三
戸弘前のリンゴ農家の皆さん
に喜んで頂いたことです。「帰
りたくても帰れない在京者と
高濃度地区住民の救済なくし
て三宅島の再生・復興なし」
のお考えを応援しています。
※なお、「河村宗治郎―被災者
であり被災者といっしょに生
きてきた河村宗治郎を語る」
〈定価 1400 円・兵庫教区クリ
スチャンセンター内
電話 078(856)4127〉も頂戴し
ました。感謝します。
（兵庫県南部地方ボランティア
センター　菅澤邦明様）
◎平常な生活を取り戻す厳し
さ、本当にご苦労の絶えない
日々が続いていると思います。
又、火山ガス高濃度発生とい
う現状は、同じ火山島大島で
は想像すらできません。世界
中で不景気の中、大島も確実
にどん底になりつつあります。
昨年 11 月 1 日より飛行機は 1
便減らされ 1 日 1 便のみ。今
年 6 月にはバス廃止。熱海線
J・F も 1 便のみと決定。観光
客がどんどん減ってる中、足
となる交通機関が減らされて
は私達観光業はこれからどう
なって行くのでしょうか。島
であるが故なのでしょうか。
これからも頑張って下さい。
（伊豆大島　Ａ様）

【ご寄付者名】　
大石真様、山下文子様、橋本
三郎様、Ｔ様、天野福久様、
山形真由美様、竹中さおり様、
板橋和夫様、荻野和子様、江
口力様、高橋栄一様、飯田雅
子様、高橋昌夫様、太田久子様、
1・31 集い会場寄付
　　　（12月３日～2月 14日）

編
集
後
記

　

阪
神
淡
路
大
震
災
の
追

悼
集
会
に
参
加
し
て
、
災

害
に
対
す
る
意
識
を
高

め
、
後
世
に
語
り
継
ぐ
こ

と
の
大
切
さ
に
改
め
て
気

づ
き
ま
し
た
。

　

三
宅
島
で
も
、
高
濃
度

地
区
な
ど
の
問
題
が
ま
だ

あ
り
ま
す
。
要
望
書
も
そ

の
一
つ
で
す
が
、
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
、
多
く

の
人
に
伝
え
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

　

２
０
０
９
年
の
三
宅
島
で
の
春
夏
行
事
予
定
が
ほ
ぼ
決
定

し
た
。
以
下
に
そ
の
内
容
を
掲
載
す
る
。
詳
細
は
、
★
は

観
光
協
会
（0

4
9
9
4
-
5
-
1
1
4
4

）
、
☆
は
村
役
場
観
光
振
興

課
（5

-
0
9
2
0

）
に
問
い
合
わ
せ
を
。
ま
た
、
行
事
等
の
予

定
は
、
三
宅
島
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.

miyakejima.gr.jp/
）
に
も
随
時
掲
載
さ
れ
る
。

楽しみながら復興支援…旅はMIYAKEへ

満喫できます！島の魅力 
昨年の午頭天王祭


